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1．目的 

近年，巨大津波による多大な被害が報告されてい

る．巨大津波を防潮堤などで完全に防ぎきることは

困難であり，津波を段階的に減じていく減災という

対策が必要となる．海岸林単独による津波減災効果

は，古くは首藤 1)の研究をはじめとして，田中ら 2)

や谷本ら 3)など，多く研究が行われているが，防潮

堤と海岸林の組み合わせによる津波減災効果につい

ての実験的な研究は未だに少ない．そこで本研究で

は，海岸林と防潮堤を組み合わせたときの構造物周

辺の流況に着目し，水理模型実験から流れの構造を

把握し，津波減勢効果を評価することを目的とする． 

 

2．実験概要 

幅 0.3m，高さ 0.3m，長さ 10m，勾配 1/488の水路

を作成し，防潮堤模型と海岸林模型を設置して実験

を行った．本実験では，反射波などの複雑な現象を

回避し，流れのエネルギーの変化に着目するため，

遡上津波のピーク付近を想定した定常流下で実験を

行った．そのときの流量は 4150cm
3
/s，フルード数は

約 0.7となっている．設置する海岸林模型は，胸高直

径 0.15m，密度 0.2本/m
2のクロマツを約 1/100縮尺

で再現して，直径 0.2cmのアクリル製円柱を密度

0.1379本/cm
2で千鳥状に配置した．防潮堤模型は高

さ（H）を 3，4，5cmの 3ケースとし，底面幅（Web）

10cm，天端幅 3cmで塩化ビニル板を用いて作製した．

これら模型の配置方法と実験ケースを図-1と表-1に

それぞれ示す．海岸林模型と防潮堤模型の配置 type

を A，B，C の 3 つに分け，防潮堤高さと防潮堤・海

岸林間距離（G）を変化させて実験を行った．実験で

は各ケースで水深と流速を測定した．水深測定は水

路横断方向の中心点で，ポイントゲージを用いて流

下方向に 20cm間隔，海岸林模型前後では 5cm間隔，

防潮堤模型周辺では 2cm間隔で測定した．流速測定

も水路横断方向の中心点で二成分型電磁流速計の L

型プローブを用いて，流下方向に 50cm間隔，海岸林

模型と防潮堤模型の前後では流下方向 5cm，鉛直方

向 1cm間隔，海岸林模型と防潮堤模型の間では流下

方向 2cm，鉛直方向 1cm間隔，その他の点では水深

60%の点で流速を測定した． 

 
図-1 実験模型の配置 

表-1 実験ケース 

Case no. 

 

配置方法 H (cm) G (cm) Wv (cm) 

Case-A301 

type A 

3 0 

200 

Case-A302 3 50 

Case-A401 4 0 

Case-A402 4 50 

Case-A501 5 0 

Case-A502 5 50 

Case-B301 

type B 

3 0 

Case-B302 3 50 

Case-B401 4 0 

Case-B402 4 50 

Case-B501 5 0 

Case-B502 5 50 

Case-C301 

type C 

3 0 

Case-C302 3 50 

Case-C401 4 0 

Case-C402 4 50 

Case-C501 5 0 

Case-C502 5 50 
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3．実験結果 

図-2 に H=3cm，G=50cm での各配置 type における

水面形を示す．typeA では，防潮堤越流直後に水深が

下がるものの，typeB や typeC に比べると変化は小さ

く， typeB で最も防潮堤背後の水深が小さくなってい

る．また，typeAでは海岸林前後での水深差が 3.08cm， 

typeB では水深差が 0.61cmとなっており，防潮堤より

も下流側に海岸林がある方が海岸林内で大きな水深

の変化が見られた．防潮堤の上流側は，防潮堤によっ

て流れがせき止められることで水深が大きく，流速が

小さくなる一方，防潮堤の下流側では越流によって流

れが速くなる．海岸林に働く力は防潮堤の下流側に置

いたときに大きくなり，水深も大きく変化すると考え

られる．typeC では，上流側の海岸林は typeB，下流側

の海岸林は typeAと同じ傾向が見られたがそれぞれの

海岸林前後の水深差は typeA や typeB に比べて，小さ

くなっている． 

図-3は H=5cm，G=50cmでの typeA と typeB の海岸

林・防潮堤間における流速ベクトル図である．typeA

において，流速は防潮堤越流直後，流下方向に約

70cm/sと速い値を示し，海岸林に近づくにつれて小さ

くなり，水深 30~50%付近で 30~40cm/s 程度となる．

typeB においては防潮堤による堰き止めの影響で，模

型間では全体的に遅い流れとなっているが，防潮堤越

流直後は流速が大きくなり，その後も海岸林等の抵抗

となる構造物が無いため，流下方向にやや速い流れが

続いている． 

 

4．おわりに 

 本研究では，海岸林と防潮堤を組み合わせたときの

構造物周辺の流況について水理模型実験により検討

を行った．防潮堤模型の後方に海岸林模型を設置した

場合の方が流速を抑えられるため，流れの減勢という

点では効果が大きいことが分かった．今後はさらに模

型間の距離を変化させたときについても検討を進め

る． 

 

謝辞：本研究は，（財）河川財団の平成 26年度河川整

備基金の助成を受けて行われました．ここに記して謝

意を表します． 

 
図-2 各配置 typeにおける水面形 

 

 
図-3 typeAおよび typeB における模型間の流速分布 
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